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研 究 課 題     ： Mellow:LLMの信頼性を高めるユーザーの性格・要望・意図を考慮した行動生成フレ

ームワーク                                     

  （英文） Mellow: A Framework for Reliable Behavior Generation in LLMs through 

Modeling User Personality, Preferences, and Intent                                      

研 究 概 要      ： 

（研究課題を選んだ動機、達成するための計画・目的・方法等について 200～400 字で記入してください） 

 現在の LLM は、ユーザーの曖昧な指示に対して一方的に文脈を仮定し、期待と異なる回答をする

傾向がある。本研究では、ユーザーを深く理解し支援する「生涯パーソナライズ」の実現を目的と

し、上記の LLM の特性を抑制できる新たな推論様式「Chain of Cognition (CoC)」を確立したい。

CoC は人間の認知プロセス（記憶想起・ヒアリング・行動）を模倣するよう設計する。これを基盤

に、MBTIを用いた性格分析、対話履歴の記憶・忘却機構、Web検索を統合したフレームワーク「Mellow」

を開発したい。                                 

 

研 究 成 果      ： 

（研究の結果概要、結果に対するフィードバックや感想等について 200～400 字で記入してください） 

 Gemini2.5flash に対してファインチューニングを行うことで、CoC を実装した。また、先行研究

の手法を複数組み合わせて Mellow を構築した。比較実験の結果、Mellow は GPT-5 よりもパーソナ

ライズ度が 31%高く、ユーザーの意図に沿った満足度の高い回答を提供できることが実証された。

一方で、数学等の正解が一意に定まる問題での正答率低下や、検索に伴う応答時間の長さという課

題も判明した。本研究は、従来の LLM の「決めつけ」を抑制し、記憶と対話を通じてユーザーに寄

り添う AIの実現可能性を示した。今後は推論精度の向上と高速化を図り、教育や医療分野への応用

を目指す。                                            
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研究成果写真      ： 

（研究過程がわかる写真や、研究結果がわかる写真などを数点貼り付けてください） 
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